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“学んだこと、感想” - コレンジャーの活動報告書から抜粋 - 

「植物・昆虫班（ももか）・・・雄花→花粉（風、虫、鳥）→雌花→実→たね→木→花→雄花・・・」 

「森班（ゆりか）・・・エビネがまだ森に生えていて改めて森の環境を守っていこうと思った」 

「野生動物（痕跡）班（しょうご）・・・フンを見ると、サルやテンはニガイチゴやヤマザクラの実を食べていた」 

「野鳥・両生類班（けいたろう）・・・野鳥や生物を観察することは、とても大変だった」  

コレンジャーが調査中に撮影した自然（一部）です 

 ６月の活動は、植物・昆虫、野鳥・両生類、森、野生動物（痕跡）の４班に分かれて調査を行いました。班ごと

の活動内容は、担当するレンジャーの専門と個性で決まります。自然も色々、人も色々です。 

植物と昆虫の切っても切れない関係、長い時間じっーと待つ野鳥観察、森の成り立ちを知る森歩き、痕跡から

生息する野生動物を推理するなど、班ごとに学びは違いました。 約４時間の森活動の後は、野帳に記録した

動植物を図鑑を使って調べ、一人ひとりが活動報告書にまとめました。最後は体験したことをみんなで話し合

い、共有しました。コレンジャーそれぞれの視点から学ぶ“バラバラな自然”が、正しく自然のように“つながる”

日が来るのでしょうか。楽しみです！ 

 その後、１年間自分の家で面倒を見るクヌギの苗木をポットに植え替えました。 

このクヌギは、「自然を昔に戻す会」が実生から育てた苗木です。冬にたまたま、 

どんぐりの苗床作りをお手伝いしたこともあって、コレンジャーに２０苗ください！ 

とお願いすると「持ってけよーぅ！」と言ってくださいました。 

 コレンジャーに戻す会の活動や森のことなど、貴重なお話をしていただいた岡部さん。 

ありがとうございました！ 次回の活動は８月です♪                   （加瀬澤） 


